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天井からつり下げられている覆
おお

いです。
舞いの最中にこれを上下させる場合が
ありますが、これは神を降

お

ろすための
行為だと考えられていました。
（写真は島後原田神楽のもの）

天蓋
て ん が い

（出雲／石見神楽）
／玉蓋

ぎょっかい

（隠岐神楽）

隠岐および石見地方では、何人で神楽を
舞うにしても、舞う場所の範囲が限られ
ている場合があります。舞う場所は神が降
りてくる聖域を示しており、上につるされ
ている天蓋

てんがい

の範囲と対応している場合が
多いようです。（写真は柳神楽のもの）

舞いの範囲

石見神楽では、舞いの中に娯楽要素が強
くなってきていますが、袴の形（裁着

たっつけ

）は古
来のものが受け継がれています。この裁着
は、山伏

やまぶし

の衣裳です。
（写真は抜月

ぬくづき

神楽のもの）

袴
はかま

舞処
ま い ど

の聖域を示す注連
し め

などに取付ける、
切り飾りです。花や鳥居など物の形を切
り抜くもの（出雲／石見神楽に多い）と、神
社名・社名を切り抜くもの（隠岐神楽に多
い）の二通りあります。
（写真は大元神楽のもの）

彫物
ほ り も の

石見の大元
おおもと

神楽で見られます。神楽中に降
お

りてくる神の依
よ

り代
しろ

になります。
（写真は大元神楽のもの）

俵
たわら

採物舞は、神を招くための舞いです。この
採物を媒介

ばいかい

として、神が降
お

りてきます。石
見神楽では採物に輪鈴

わ す ず

を用いますが、こ
れは元来、山伏が持っていた錫杖

しゃくじょう

の名残
です。（写真は柳

やなぎ

神楽のもの）

採物
と り も の

（舞）

一般的な木彫面
きぼりめん

、石見神楽でよく使われ
る紙製の張子面

はりこめん

などの違いはありますが、
元来、面は神の顔をあらわしています。こ
れを付けて舞うことは、神になることだと
考えられていました。これは、直面

ひためん

（面を
つけない）の採物舞のあとに、着面

ちゃくめん

（面をつ
ける）の舞いがセットになって行われるこ
とからもわかります。
（写真は三葛

みかずら

神楽のもの）

面

三段構成の幽玄
ゆ う げ ん

七座
し ち ざ

（直面
ひためん

の採物舞
とりものまい

）、式三番
しきさんば

（能楽

から取り入れた舞）、神能
しんのう

（神話劇）

の三段構成が特徴です。

神事としての舞
ショーとしての舞いではなく、大漁祈

願、豊作祈願、病気平癒
へ い ゆ

のために神を

迎える、神事としての舞いです。

新旧の舞のコンビネーション
素朴さを残した古くからの舞いと、ダイ

ナミックでアップテンポな舞い。この2

つが全体の中で、みごとなコンビネーシ

ョンをなしている神楽です。

洗練　佐陀
さ だ

神能
し ん の う

古来から伝わる出雲神楽を能楽風にアレ
ンジしたもの。そのため、この神楽は
「神能
しんのう

」と呼称されている。出雲一帯の神
楽に、少なからず影響を与えている。

幽雅　奥飯石神楽
神職を中心にして伝えられてきた。舞いの
所作
し ょ さ

に独特の幽雅
ゆ う が

さが感じられる。

素朴美
そ ぼ く び

大原神職神楽
佐太神能の影響を受けながらも、他の神
楽には見られない素朴さを残している。

託宣
た く せ ん

大元神楽
5年、7年、13年ごとに行われる。クライマ
ックスには、託太夫

たくだゆう

が託宣
たくせん

を行う。
（写真は江尾

え の お

大元神楽のもの）

急速活発　有福
あ り ふ く

神楽
荒舞
あらまい

部分での活発さを特徴とする。現代
石見神楽の最先端をいく。

古風　三葛
み か ず ら

神楽
八調子地帯にあるが、六調子神楽の古風
さを保っている。

イヤハー！イヤハー！
島前神楽
島後神楽に比べて奏楽

そうがく

の調子が早く、「イ
ヤハー、イヤハー」と声高な掛け声がはい
る。

社家神楽の伝統　
島後原田

は ら だ

神楽
隠岐神楽は、社家

し ゃ け

と呼ばれる専門職によ
って舞われてきた。その伝統を継承してい
る数少ない神楽である。

単純素朴　島後久見神楽
素朴単純な舞いだが、儀式性が強く、神
事としての神楽の性格を感じさせる。

神
楽
か
ぐ
ら

は
元
来
、
神
を
招
来

し
ょ
う
ら
い
し
託た
く

宣せ
ん（
神
の
お
告
げ
）を
聞
く
神
事
と
し

て
営
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
は

島
根
県
で
行
わ
れ
て
い
る
神
楽
に
使

わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、
地
域
の
比

較
を
し
な
が
ら
そ
の
違
い
の
意
味
を

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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